
第４次かわさきノーマライゼーションプラン改定版（第５期障害福祉計画）に対する意見について 

１ 障害者総合支援法における自立支援協議会と障害福祉計画 

２ 川崎市における自立支援協議会と障害福祉計画 

３ 今後のスケジュール（案） 

○平成 29年 7 月までに各区協議会で意見を集約 

○7・8月の企画運営会議で市協議会としての意見案を作成 

○8月下旬に第 2回全体会議を開催し、市協議会としての意見案を確定 

○8月末までに障害者施策審議会へ意見を提出 

【障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律】 

（市町村障害福祉計画） 

第八十八条   

８  市町村は、第八十九条の三第一項に規定する協議会（以下この項及び第八十九条第六項に

おいて「協議会」という。）を設置したときは、市町村障害福祉計画を定め、又は変更しよう

とする場合において、あらかじめ、協議会の意見を聴くよう努めなければならない。 

市は協議会へ 

意見を聴きます！

市障害者施策審議会へ意見を提出

し、市障害者施策審議会で計画に

ついて検討します 

今回はこの「第 5期障害福祉計画」

です 



第４次かわさきノーマライゼーションプラン改定版　策定スケジュール
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（案） 

第 4 次かわさきノーマライゼーションプラン改定版（第 5 期障害福祉計画）策定に
対する意見（専門部会より） 

１ 基本的な考え方 
「障害福祉サービス等及び障害児通所支援等の円滑な実施を確保するための基本的な指針」
（厚生労働省告示第１１６号）を基に、障害者等の自己決定の尊重と意思決定の支援、障害
種別を問わない一元的な障害福祉サービスの実施、入所施設からの地域生活への移行、地域
生活の継続の支援、就労支援等の課題に対応したサービス提供体制の整備、地域共生社会の
実現に向けた取り組みが必要です。 

２ 自立支援協議会としての意見・取組み 
（１）精神障害者の地域移行・定着支援 

 ア 自立支援協議会としての意見 
バックアップ体制があれば、支援依頼があっても受けやすい。 
地域の受け入れ先、単身アパートやＧＨが少ない。 
退院先の選択肢があれば、地域移行は増えていく。 

 イ 自立支援協議会としての取組み 
病院、地域関係機関の顔の見える関係づくりと役割分担を行っていく。 
院内外プログラムの参加、共同実施を進めていく。 
ピアサポーターと支援を共同実施する。 
地域移行のノウハウの研修会を開催する。 
事例に即した勉強会を開催する。 
個別給付申請を具体的に学べる機会を作る。 
地域移行の理解を深めるため、まずは不動産屋に取り組みを知ってもらう。 
事業対象者や病院、区役所職員への事業の説明、普及啓発を行う。 

＜関連する障害福祉計画の項目＞ 

・数値目標２ 入院中の精神障害者の地域生活への移行 

・グループホーム 

・計画相談支援、地域移行支援、地域定着支援

資料５－３ 



（２）相談支援 

 ア 自立支援協議会としての意見 
ライフステージの変化の際（児童期から成人期、成人期から介護保険への移行期）
に支援が途切れたり、支援体制が変わることで混乱を招くことがある。 
問題を抱えたまま、相談先につながらない方が存在する。 
計画相談支援の意義及び目的が浸透しておらず、メリットが伝わっていない。 

 イ 自立支援協議会としての取組み 
セルフプランの数が多い。また、指定特定相談支援事業所が少ない。計画相談支援
の拡大に向けて課題を整理していく。 
相談支援ガイドブックを改訂する。 
相談支援の質の向上のためには、人材育成が必要。国において相談支援従事者研修
の見直しが予定されていることをふまえ、川崎市における人材育成に関する検討を
進めていく。 

＜関連する障害福祉計画の項目＞ 

・障害児相談支援 

・計画相談支援、地域移行支援、地域定着支援 


